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大学院 ロボティクス＆デザイン工学研究科 カリキュラム・ポリシー 

（博士前期課程） 
 
博士前期課程での学修は、学士課程教育での学習成果を踏まえて、より高度な専門性とともに高い倫理性、
他分野技術に対する幅広い理解を目指すカリキュラムを編成する。開講する科目を「専門」、「専門共通分
野」、「学際分野」の３分野に区分し、これらの科目群の単位修得によりディプロマ・ポリシーの達成を目
指す。 
1. 「専門」では、以下に掲げる各専門分野の確かな知識を修得する。 

1. 「ロボティクス分野」では、メカニズム、センシング、アクチュエーション、コントロール、シミ
ュレーションとそれらの統合などロボティクスに関する実践的な素養を身につける。 

2. 「システムデザイン分野」では、高機能社会に必要なユーザ中心設計、インタラクションデザイン、
ヒューマンインタフェース技術、センシング技術、システムの知能化・多目的最適化などに関わる
素養を身につける。 

3. 「空間デザイン分野」では、工業デザインを中心に幅広くデザインに関わる学修を通して理論およ
び実践で高度なデザイン方法論を身につける。また、都市から建築、インテリアに至る幅広い視野
に立ち、文化とテクノロジーの両面をつなぐ包括的な建築知識を習得するとともにプロジェクトの
現場で活躍するための実践的な専門力を身につける。 

2. 「専門共通科目」では、修士の学位に相応しい研究遂行能力、ならびに高度な工学的課題解決に必要な
理系基礎力とデザイン思考に関わる資質を向上する。 

3. 「学際分野」では、高度専門職業人の基礎的な素養である日本語・英語を中心とした語学応用能力を養
う。 
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